
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】陽子ビームを入射して二次荷電粒子を発生させ

る金属性ターゲットで、核破砕反応から発生する多量の

熱量を効率よく連続して迅速に除熱する。

【解決手段】二次荷電粒子発生ターゲット１は、円板状

に形成されて半径方向が縦方向に配置され、横軸３に固

着されて回転される。下側の一部が、水槽６に貯留され

てオーバーフローする冷却水１１に直接浸漬されて、浸

漬部２２が水冷される。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 大 強 度 加 速 器 か ら 陽 子 ビ ー ム を 入 射 し て 二 次 荷 電 粒 子 を 発 生 さ せ る 金 属 性 の 二 次 荷 電 粒
子 発 生 タ ー ゲ ッ ト を 備 え た 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト は 、 円 板 状 に 形 成 さ れ て 半 径 方 向 が 縦 方 向 に 配 置 さ れ
、 該 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト を 回 転 す る 駆 動 装 置 が 設 け ら れ 、 前 記 二 次 荷 電 粒 子 発 生
タ ー ゲ ッ ト の 下 側 一 部 を 貯 留 し た 冷 却 水 に 直 接 浸 漬 し て 水 冷 を 行 う 水 槽 が 設 け ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト は 、 円 板 状 外 周 端 部 が 三 角 形 状 も
し く は 円 弧 形 状 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト は 、 そ の 厚 さ 方 向 に お い て 複 数 の
タ ー ゲ ッ ト 板 か ら 構 成 さ れ 、 一 体 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、 陽 子 ビ ー ム 入 射 側 に 配 置 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 板 と 二 次 荷 電 粒 子 が 取 り
出 さ れ る 側 に 配 置 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 板 と 中 間 に 配 置 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 板 は 、 陽 子 ビ ー ム 入
射 側 か ら 順 次 厚 さ が 薄 く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 大 強 度 加 速 施 設 の 陽 子 ビ ー ム を 利 用 す る 核 破 砕 実 験 施 設 に お け る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 大 強 度 の 陽 子 ビ ー ム （ １ ２ ｋ Ｗ ） を タ ー ゲ ッ ト に 衝 突 さ せ て 実 験 に 使 用 す る 二 次 荷 電 粒
子 （ π 中 間 子 ， Ｋ 中 間 子 ， ミ ュ ー オ ン ， ニ ュ ー ト リ ノ ， 反 陽 子 な ど ） の 生 成 を 連 続 的 （ ５
０ ０ ０ 時 間 ） に 供 給 す る 設 備 に お い て は 、 タ ー ゲ ッ ト に 衝 突 後 核 破 砕 が 生 じ て 二 次 荷 電 粒
子 と と も に 入 射 エ ネ ル ギ ー に 応 じ た 熱 （ 約 １ ０ ｋ Ｗ ） が 発 生 す る 。 こ の 熱 を 効 率 的 に 除 去
す る 方 法 が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 核 反 応 タ ー ゲ ッ ト と し て 、 タ ー ゲ ッ ト 材 を 蒸 着 し た 円 筒 体 表 面 に ビ ー ム
を 受 け 、 消 耗 す る と 円 筒 体 を 平 行 移 動 さ せ て 、 さ ら に 円 筒 体 内 部 に 冷 却 水 を 流 し て 長 時 間
の ビ ー ム 照 射 連 続 運 転 を 可 能 に し て い る こ と が 紹 介 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に は Ｘ 線 管 用 回 転 タ ー ゲ ッ ト と し て 、 高 い 比 強 度 と 高 熱 伝 導 度 が 得 ら れ る 構
造 が 示 さ れ て お り 、 タ ー ゲ ッ ト に 衝 突 し て 発 生 し た 熱 エ ネ ル ギ ー を 比 強 度 と 熱 伝 導 度 に 優
れ た 炭 素 複 合 材 料 を 積 層 し た 構 造 が 紹 介 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ３ に は １ ８ Ｆ 製 造 タ ー ゲ ッ ト と し て 、 陽 子 ビ ー ム の 照 射 エ ネ ル ギ ー に よ る 熱 エ
ネ ル ギ ー を 効 率 的 に 取 り 去 る た め に タ ー ゲ ッ ト 室 背 面 に 施 さ れ た タ ー ゲ ッ ト 室 を 冷 却 す る
方 式 が 紹 介 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ４ に は 電 子 ビ ー ム 照 射 装 置 と し て 、 電 子 ビ ー ム 透 過 部 の 過 大 な 熱 負 荷 を 防 止 す
る た め に 、 高 原 子 番 号 及 び 高 融 点 か ら な る 円 板 形 タ ー ゲ ッ ト を 用 い る こ と が 紹 介 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 二 次 荷 電 粒 子 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト の 冷 却 構 造 と し て １ ） 固 定 タ ー ゲ ッ ト 方 式 で 中 心 部 か ら
発 生 し た 熱 を 周 辺 部 で 冷 却 す る 構 造 や 、 ２ ） ビ ー ム が 当 た る 箇 所 を 変 化 さ せ て 発 熱 箇 所 の
分 散 化 さ せ る 構 造 の も の が 知 ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 冷 却 水 流 路 を 設 け て 伝 熱 金 属 を 介 し て 間 接 的 に 二 次 荷 電 粒 子 発 生 用 タ ー ゲ ッ ト 冷
却 し 、 装 置 全 体 を 回 転 さ せ る 構 造 な ど が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ５ ５ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ２ ５ ０ ０ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ９ － ５ ４ １ ９ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ９ ８ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 連 続 し た 入 射 陽 子 ビ ー ム を タ ー ゲ ッ ト に 照 射 し て 二 次 荷 電 粒 子 を 発 生 し よ う と し た 場 合
、 タ ー ゲ ッ ト の 一 部 に 集 中 す る と 材 料 の 変 形 や 溶 融 の 恐 れ が あ り 、 そ の 対 策 と し て 、 固 定
タ ー ゲ ッ ト の 周 辺 に 熱 伝 達 率 の よ い 冷 却 熱 浴 ブ ロ ッ ク を 設 け る こ と や 、 タ ー ゲ ッ ト を 回 転
さ せ て 発 熱 が 集 中 す る の を 避 け る 工 夫 や 、 回 転 タ ー ゲ ッ ト を 水 に 漬 け て 冷 却 す る 概 念 が 考
え ら れ て き た 。 さ ら に 、 熱 伝 導 の よ い 金 属 を 介 し て 冷 却 水 を 循 環 さ せ て 冷 却 （ 約 １ ｋ Ｗ ）
す る 方 法 も 検 討 さ れ て き た 。 し か し な が ら 、 大 強 度 陽 子 ビ ー ム の 衝 突 に よ り 核 破 砕 反 応 か
ら 発 生 す る 多 量 の 熱 量 を 効 率 よ く 連 続 除 熱 で き る 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト の 除 熱 方 式 は 確
立 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 タ ー ゲ ッ ト 円 盤 を 水 槽 に 入 れ て 回 転 さ せ る と 空 気 の 巻 き 込 み 現 象 が 生 じ て タ ー ゲ ッ ト 表
面 と 冷 却 水 と の 接 触 面 積 が 少 な く な り 、 そ の 結 果 と し て 冷 却 効 率 が 落 ち る 原 因 と な っ て い
た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 タ ー ゲ ッ ト に 陽 子 ビ ー ム を 照 射 し た 場 合 の 放 射 化 発 熱 は 核 破 砕 反 応 で 生 じ る 二 次 荷 電 粒
子 発 生 量 の 増 加 に 伴 い 、 タ ー ゲ ッ ト 円 盤 厚 さ 方 向 で 後 流 側 ほ ど 大 き く な る 。 そ の 結 果 、 発
熱 量 を 抑 え る た め に 板 厚 を 薄 く す る か 、 円 盤 径 を 大 き く す る か 、 回 転 数 を 上 げ る 必 要 が あ
っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み 、 核 破 砕 反 応 か ら 発 生 す る 多 量 の 熱 量 を 効 率 よ く 連 続 し て 迅
速 に 除 熱 で き る 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト を 備 え た 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 大 強 度 加 速 器 か ら 陽 子 ビ ー ム を 入 射 し て 二 次 荷 電 粒 子 を 発 生 さ せ る 金 属 性 の
二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト を 備 え た 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト は 、 円 板 状 に 形 成 さ れ て 半 径 方 向 が 縦 方 向 に 配 置 さ れ
、 該 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト を 回 転 す る 駆 動 装 置 が 設 け ら れ 、 前 記 二 次 荷 電 粒 子 発 生
タ ー ゲ ッ ト の 下 側 一 部 を 貯 留 し た 冷 却 水 に 直 接 浸 漬 し て 水 冷 を 行 う 水 槽 が 設 け ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト は 、 円 板 状 外 周 端 部 が 三 角 形 状 も し く は 円 弧 形
状 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト は 、 そ の 厚 さ 方 向 に お い て 複 数 の タ ー ゲ ッ ト 板
か ら 構 成 さ れ 、 一 体 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 陽 子 ビ ー ム 入 射 側 に 配 置 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 板 と 二 次 荷 電 粒 子 が 取 り 出 さ れ る 側 に
配 置 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 板 と 中 間 に 配 置 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 板 は 、 陽 子 ビ ー ム 入 射 側 か ら 順 次
厚 さ が 薄 く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 を 提 供 す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の よ う に 回 転 す る 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト の 一 部 を 冷 却 水 に 直 接 浸 漬 す
る よ う に し て い る の で 、 核 破 砕 反 応 か ら 発 生 す る 多 量 の 熱 量 を 効 率 よ く 連 続 し て 迅 速 に 除
熱 で き る 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト を 備 え た 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 実 施 例 １ の 概 念 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト
１ は 円 板 （ 円 盤 ） 状 に 形 成 さ れ 、 縦 方 向 （ 垂 直 方 向 ） に 配 置 さ れ 、 回 転 す る 横 軸 ３ に よ っ
て 回 転 さ れ る 。 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 上 部 に は 厚 さ 方 向 か ら エ ネ ル ギ ー 線 と し て の
陽 子 ビ ー ム ９ が 照 射 さ れ る 。 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ は 、 陽 子 ビ ー ム ９ を 入 射 し 、 反 射
エ ネ ル ギ ー 線 と し て の 陽 子 ビ ー ム ９ 、 二 次 荷 電 粒 子 １ ０ お よ び 二 次 荷 電 粒 子 １ ０ を 発 生 も
し く は 通 過 さ せ る 。 こ の 反 射 エ ネ ル ギ ー 線 を 発 生 さ せ る と き に 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト
１ は 発 熱 し て 発 熱 部 ２ １ と な り 、 上 部 が 昇 温 し 、 下 部 へ と 伝 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 下 側 の 一 部 は 浸 漬 部 ２ ２ と な り 、 冷 却 水 １ １ に 直 接 浸 漬 さ
れ る 。 こ れ に よ っ て 回 転 す る 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 発 熱 部 ２ １ は 連 続 し て 冷 却 水 １
１ に よ っ て 冷 却 さ れ る こ と に な る 。 浸 漬 さ れ る 部 分 を ２ ２ と し て 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 冷 却 効 率 を 高 め る た め に 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 上 方 端 部 に 陽 子 ビ ー ム ９ を 照 射 す
る よ う に し 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ を 回 転 さ せ （ 本 例 の 場 合 、 反 時 計 回 り ） 、 連 続 し
て 冷 却 す る 方 式 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ は 、 図 １ の 構 成 を 詳 細 に 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 ２ は 正 面 図 、 図 ３ は 側 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら の 図 に お い て 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ は 横 方 向 配 置 の 横 軸 ３ に キ ー 止 め に よ
っ て 固 着 さ れ て 横 軸 ３ と 一 体 に 回 転 す る 。 横 軸 ３ は 、 両 端 側 に 軸 受 ２ が 取 り 付 け ら れ 、 軸
受 ２ を 介 し て 本 体 ９ ０ に 設 け た ブ ラ ケ ッ ト ２ ４ で 保 持 す る よ う に さ れ て い る 。 横 軸 ３ の １
端 部 に は 一 組 の 傘 歯 車 ４ （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ） が 設 け ら れ 、 傘 歯 車 ４ Ｂ は 縦 軸 ５ に よ っ て 駆 動 さ
れ る 。 縦 軸 ５ は 駆 動 源 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ 、 回 転 駆 動 さ れ る 。 こ の よ う に し て 駆 動 装
置 （ 駆 動 手 段 ） が 構 成 さ れ る 。 従 っ て 、 駆 動 装 置 に よ っ て 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ は 回
転 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ に 陽 子 ビ ー ム ９ が 照 射 さ れ る 陽 子 ビ ー ム ス ポ ッ ト ８ を 示 す 。 陽 子 ビ ー ム ス ポ ッ ト ８
は 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 上 部 で あ っ て 、 横 部 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ を 浸 漬 す る た め の 水 槽 ６ を 示 す 。 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ
ッ ト １ の 下 方 に は 冷 却 水 １ １ が 貯 留 さ れ た 水 槽 ６ が 設 け ら れ 、 冷 却 水 供 給 配 管 ７ か ら 冷 却
水 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 冷 却 水 １ １ は 水 槽 ６ か ら オ ー バ ー フ ロ ー す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 下 側 の 一 部 （ 浸 漬 部 ２ ２ ） は 冷 却 水 １ １ に 直 接 浸 漬 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 回 転 す る 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ は 、 冷 却 水 の 近 く で 照 射 さ れ 、 直 ち に 浸 漬 部 ２ ２ が
順 次 冷 却 水 に よ っ て 冷 却 さ れ る 。 こ の 冷 却 は 連 続 し て 迅 速 に 行 わ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ を 回 転 さ せ る こ と に
よ り 、 局 所 に 発 熱 が 集 中 す る こ と を 避 け る こ と が で き 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ を 水 槽
の 冷 却 水 １ １ に 浸 す こ と に よ り 、 一 層 冷 却 効 率 が 向 上 す る こ と が で き 、 長 時 間 に わ た り 、
安 定 し た 二 次 荷 電 粒 子 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ を 横 軸 ３ 、 軸 受 ２ 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ４ に よ り 保 持
し 、 縦 軸 ５ お よ び 傘 歯 車 に よ り 回 転 駆 動 力 を 伝 達 さ せ て 回 転 さ せ 、 さ ら に 、 二 次 荷 電 粒 子
タ ー ゲ ッ ト １ を 直 接 冷 却 す る た め の 水 槽 ６ と 連 続 冷 却 す る た め の 冷 却 水 供 給 配 管 ７ を 設 け
る こ と に よ り 、 連 続 冷 却 が で き 、 そ の 結 果 、 タ ー ゲ ッ ト ス ポ ッ ト ８ で の 発 熱 分 散 と 発 生 す
る 多 量 の 熱 量 を 効 率 よ く 連 続 除 熱 で き る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト １ を 提 供 す る こ と が
で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 例 ２ を 図 ４ お よ び 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 主 要 構 成 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ り 、 そ れ
ら の 説 明 は 実 施 例 １ の 説 明 を 採 用 す る も の と す る 。 他 の 実 施 例 に つ い て も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ （ 図 ４ （ ａ ） ， 図 ４ （ ｂ ） 参 照 ） に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ の 構 造 の よ う に 端 部 が 直
角 形 状 を し た 円 板 を 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ と し て 使 用 す る と 、 回 転 速 度 が 上 昇 す る に
つ れ て タ ー ゲ ッ ト 端 部 １ ４ に 周 辺 の 空 気 １ ２ を 巻 き 込 む お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 巻 き 込 ま れ た 空 気 １ ２ は 気 泡 １ ３ と な っ て 冷 却 水 １ １ 中 で 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ に
沿 っ て 回 転 し 、 逆 側 に 吐 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ は 、 こ の 空 気 巻 き 込 み を 防 止 す る 構 造 を 提 供 す る 。 図 ５ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ５ （ ｂ
） は 側 面 図 を 示 す 。 図 ５ に お い て 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ は 、 円 周 端 部 が 三 角 端 タ ー
ゲ ッ ト １ ５ と し て あ る 。 す な わ ち 、 円 板 状 外 周 端 部 を 三 角 形 状 と し て い る 。 一 部 に Ｒ を 設
け て も よ い 。 こ の よ う に す る こ と に よ っ て タ ー ゲ ッ ト 端 部 １ ４ で の 周 辺 の 空 気 １ ２ の 巻 き
込 み を 極 め て 少 な い も の と す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 三 角
端 タ ー ゲ ッ ト １ ５ と 共 に 回 転 す る 気 泡 １ ３ は 極 め て 少 な い も の と な る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 例 ３ を 図 ６ に 示 す 。 図 ６ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ６ （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す
構 成 は 、 実 施 例 ２ の 三 角 端 タ ー ゲ ッ ト １ ５ に 代 え て 半 円 端 タ ー ゲ ッ ト １ ６ を 採 用 す る 。 効
果 に つ い て は 図 ５ に 示 す も の と 同 様 で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 構 成 は 円 板 状 外 周 端 部 を 円 弧
（ 半 円 径 を 含 む ） 形 状 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 図 ５ あ る い は 図 ６ に 示 す よ う に 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 除 熱 性 の 向
上 を 図 る た め に 円 盤 外 周 の 構 造 を 平 坦 構 造 か ら 三 角 形 、 ま た は 半 円 形 構 造 に す る こ と に よ
り 、 タ ー ゲ ッ ト 円 盤 が 水 に 入 り 込 む と き の 水 の 跳 ね 上 が り や 空 気 の 巻 き 込 み を 抑 制 す る こ
と が で き 、 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト を 供 給 す る こ
と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ は 実 施 例 ４ を 示 す 。 図 ７ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 実 施 例 は 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ の 冷 却 水 １ １ に 対 す る 接 触 面 積 を 大 幅 に 増 や
し て 冷 却 効 果 を 向 上 さ せ る た め に 、 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ を 複 数 の タ ー ゲ ッ ト 板 １ ａ
， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ ， １ ｅ で 構 成 し て い る 。 す な わ ち 分 割 タ ー ゲ ッ ト 板 １ を 採 用 し 、 そ れ
ら の 間 に 間 隙 １ ７ を 設 け て い る 。 こ の 間 隙 １ ７ に 冷 却 水 １ １ が 流 れ 込 む こ と に な る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 、 板 厚 方 向 に 分 割 さ れ た 複 数 の タ ー ゲ ッ ト 板 １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ ， １ ｅ
を 使 用 し て 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ を 構 成 す る こ と に よ っ て 、 板 厚 後 流 部 の 発 熱 分 布 が
高 く な る の を 分 散 さ せ る こ と が で き 、 冷 却 効 果 が 上 が る 分 、 円 盤 の 径 や 二 次 荷 電 粒 子 タ ー
ゲ ッ ト １ の 回 転 数 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 複 数 の タ ー ゲ ッ ト 板 １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ ， １ ｅ を 採 用 す る こ と に よ っ
て 、 す な わ ち 板 厚 方 向 に 分 割 す る こ と に よ っ て 、 冷 却 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 冷 却
効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ ， 図 ９ は 実 施 例 ５ を 示 す 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 分 割 タ ー ゲ ッ ト 構 成 を 採 用 す る と 効
果 が 大 き い が 、 陽 子 ビ ー ム ９ が 次 々 に タ ー ゲ ッ ト 板 １ ７ （ １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ ） に 照
射 さ れ る と 、 二 次 荷 電 粒 子 １ ０ の 増 加 と 共 に 、 熱 分 が 広 が っ て 、 行 き 、 後 段 に あ る タ ー ゲ
ッ ト 板 ほ ど 発 生 す る 熱 量 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ の 対 策 と し て 、 図 ９ に 示 す 例 を 採 用 す る 。 図 ９ の 例 は 、 陽 子 ビ ー ム ９ の 入 射 側 （ 入 口
側 ） に 配 置 さ れ る 不 均 等 板 厚 タ ー ゲ ッ ト 板 １ ８ ａ と 二 次 荷 電 粒 子 １ ０ が 取 り 出 さ れ る 側 （
出 口 側 ） に 配 置 さ れ る 不 均 等 板 厚 タ ー ゲ ッ ト 板 １ ８ ｅ と 中 間 に 配 置 さ れ る 不 均 等 板 厚 タ ー
ゲ ッ ト 板 １ ８ ｂ ， １ ８ ｃ は 、 陽 子 ビ ー ム 入 射 側 か ら 順 次 厚 さ を 薄 く し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 板 厚 を １ ８ ａ ＞ １ ８ ｂ ＞ １ ８ ｃ ＞ １ ８ ｄ ＞ １ ８ ｅ と し て い る 。 こ の 構 成 に よ っ て 、 各 不
均 等 板 厚 タ ー ゲ ッ ト 板 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ ， １ ８ ｃ ， １ ８ ｄ ， １ ８ ｅ の 発 熱 量 の 均 等 化 を 図 る
こ と が で き る よ う に な る 。 す な わ ち 、 こ の 例 は 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト １ を 不 均 等 板 厚 分
割 タ ー ゲ ッ ト １ ８ を 複 数 使 用 し て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 大 強 度 加 速 器 か ら 陽 子 ビ ー ム ９ を 入 射 し て 二 次 荷 電 粒 子 １ ０ を 発 生 さ せ
る 金 属 性 の 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト を 備 え た 二 次 荷 電 粒 子 発 生 装 置 １ ０ ０ は 、 二 次 荷
電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト １ は 、 円 板 状 に 形 成 さ れ て 半 径 方 向 が 縦 方 向 に 配 置 さ れ 、 該 二 次 荷
電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト １ を 回 転 す る 駆 動 装 置 が 設 け ら れ 、 二 次 荷 電 粒 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト の
下 側 一 部 を 貯 留 し た 冷 却 水 １ １ に 直 接 浸 漬 し て 水 冷 を 行 う 水 槽 ６ が 設 け ら れ て 構 成 さ れ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 概 念 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 詳 細 構 造 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 側 面 図 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ が 保 有 す る 問 題 点 を 説 明 す る 図 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 図 で 、 図 ５ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 側 面 図 。
【 図 ６ 】 他 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 図 で 、 図 ６ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ６ （ ｂ ） は 側 面 図 。
【 図 ７ 】 他 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 図 で 、 図 ７ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 側 面 図 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ４ が 保 有 す る 問 題 点 を 説 明 す る 図 。
【 図 ９ 】 他 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 図 で 、 図 ９ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ９ （ ｂ ） は 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ … 二 次 荷 電 粒 子 タ ー ゲ ッ ト 、 ２ … 軸 受 、 ３ … 横 軸 、 ４ … 傘 歯 車 、 ５ … 縦 軸 、 ６ … 水 槽
、 ７ … 冷 却 水 供 給 配 管 、 ８ … 陽 子 ビ ー ム ス ポ ッ ト 、 ９ … 陽 子 ビ ー ム 、 １ ０ … 二 次 荷 電 粒 子
、 １ １ … 冷 却 水 、 １ ２ … 空 気 、 １ ３ … 気 泡 、 １ ４ … タ ー ゲ ッ ト 端 部 、 １ ５ … 三 角 端 タ ー ゲ
ッ ト 、 １ ６ … 半 円 端 タ ー ゲ ッ ト 、 １ ７ … タ ー ゲ ッ ト 板 、 １ ８ … 不 均 等 板 厚 分 割 タ ー ゲ ッ ト
、 ２ １ … 発 熱 部 、 ２ ２ … 浸 漬 部 、 ２ ４ … ブ ラ ケ ッ ト 、 ９ ０ … 本 体 、 １ ０ ０ … 二 次 荷 電 粒 子
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